
魅
力
的
な
投
資
環
境

済
州
特
別
自
治
道
の
投
資
環
境
に

つ
い
て
、「
魅
力
的
な
投
資
環
境
」

「
特
別
自
治
区
の
誕
生
」「
投
資
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
」
の
順
で
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
魅
力
的
な

投
資
環
境
に
つ
い
て

で
す
。
済
州
道
は
人

口
五
十
五
万
九
千
人
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
一

三
％
、
香
港
の
八
％

で
、
観
光
産
業
な
ど
第
三
次
産
業
が

大
き
な
割
合
を
占
め
る
「
自
然
環
境

と
独
特
の
文
化
を
持
っ
た
平
和
な

島
」
で
す
。

済
州
道
は
飛
行
時
間
二
時
間
以
内

に
人
口
五
百
万
人
以
上
の
都
市
が
十

八
も
あ
り
、
韓
国
、
日
本
、
中
国
の

中
心
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
七
千
八

百
種
の
植
物
が
茂
り
、
ユ
ネ
ス
コ
が

指
定
し
た
生
物
圏
保
存
地
域
で
あ

り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
認
め
た
健
康
都
市
で

す
。
二
〇
〇
七
年
初
め
に
は
韓
国
最

初
の
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

国
際
水
準
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
も

整
っ
て
い
ま
す
。
済
州
国
際
空
港
は

一
一
年
ま
で
に
旅
客
処
理
能
力
を
二

倍
に
増
や
す
計
画
で
、
港
湾
も
八
万

誦
級
の
接
岸
設
備
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
カ
ジ
ノ
や
免
税
店
、
三
十
八
カ

所
の
ゴ
ル
フ
場
、
国
際
会
議
が
開
け

る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
も
あ

り
ま
す
。
外
国
人
観
光
客
は
〇
五
年

三
十
八
万
人
。
〇
六
年
は
二
〇
％
増

の
予
想
で
し
た
。

特
別
自
治
権
の
確
保

次
に
特
別
自
治
区
の
誕
生
で
す
。

〇
六
年
七
月
に
「
特
別
自
治
道
」
に

な
り
、
千
六
十
二
件
の
権
限
を
中
央

か
ら
移
譲
さ
れ
、
自
治
権
を
確
保
し

ま
し
た
。
今
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と

競
争
で
き
る
規
制
緩
和
を
行
い
、
観

光
、
教
育
、
医
療
、
Ｉ
Ｔ
を
主
要
産

業
と
し
て
育
成
し
て
い
く
計
画
で

す
。観

光
業
で
は
、
ノ
ー
ビ
ザ
の
対
象

国
を
百
六
十
九
か
ら
百
八
十
カ
国
に

増
や
し
、
カ
ジ
ノ
の
新
規
許
可
権
を

政
府
か
ら
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。
教
育

で
は
外
国
の
大
学
と
共
同
学
位
制
度

も
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

医
療
で
は
外
国
法
人
に
よ
る
医
療

機
関
の
設
立
が
可
能
に
な
り
、
先
端

産
業
の
投
資
で
は
特
例
を
設
け
、
先

端
科
学
技
術
団
地
、
バ
イ
オ
リ
サ
ー

チ
・
ビ
ル
、ベ
ン
チ
ャ
ー
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
基
盤
も
有
し
て
い
ま

す
。
外
国
の
教
育
機
関
、
医
療
機
関

の
設
立
も
許
さ
れ
、
そ
の
育
成
の
た

め
、
専
門
団
地
も
造
成
す
る
計
画
で

す
。最

後
が
投
資
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
で
す
。
ま
ず
、
支
援
窓
口
を

一
本
化
し
、
投
資
サ
ー
ビ
ス
を
強
化

し
ま
し
た
。土
地
備
蓄
制
度
を
導
入
、

民
間
業
者
に
も
部
分
的
に
土
地
の
使

用
権
を
与
え
て
い
ま
す
。

政
府
は
第
二
段
階
と
し
て
四
百
二

十
件
の
権
限
を
移
譲
す
る
準
備
を
し

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
航
空
の
自
由

化
、
道
全
域
の
免
税
地
域
化
、
東
ア

ジ
ア
の
競
争
都
市
並
み
へ
の
法
人
税

の
引
き
下
げ
な
ど
が
入
っ
て
い
ま

す
。イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
対
象
と
し
て

は
観
光
、
文
化
、
教
育
機
関
、
医
療

機
関
、
Ｉ
Ｔ
、
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
ハ
イ
テ

ク
に
五
百
万
謖
以
上
投
資
す
る
内
国

人
、
外
国
人
で
、
国
税
は
三
年
間
一

〇
〇
％
、
二
年
間
五
〇
％
、
地
方
税

は
十
年
間
一
〇
〇
％
免
税
に
な
り
ま

す
。
国
有
地
、
公
有
地
の
賃
貸
は
五

十
年
以
内
で
、
賃
貸
料
を
最
高
七

五
％
ま
で
減
免
し
ま
す
。

外
国
人
は
投
資
地
域
を
指
定
、
観

光
業
は
二
千
万
謖
以
上
、
物
流
業
で

は
一
千
万
謖
以
上
の
投
資
に
対
し
国

税
を
五
年
間
、地
方
税
は
十
五
年
間
、

一
〇
〇
％
免
除
し
、
国
有
地
も
五
十

年
間
、
最
高
で
一
〇
〇
％
賃
貸
料
を

免
除
し
ま
す
。

理
想
的
経
済
モ
デ
ル
構
築

済
州
道
は
〇
二
年
四
月
、
国
際
自

由
都
市
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

人
、
モ
ノ
、
金
の
移
動
を
自
由
に
し
、

企
業
活
動
を
保
証
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
一
一
年
ま
で
が
計
画
期
間

で
、
こ
の
間
、
三
十
五
兆

以
上

を
投
入
、
一
一
年
に
は
人
口
六
十
一

万
人
、
観
光
客
九
百
九
十
二
万
人
を

誘
致
す
る
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
い

ま
す
。

特
別
自
治
道
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

で
、
様
々
な
優
遇
措
置
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
規
制
緩
和
や
グ

ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
導
入
を

通
じ
て
「
理
想
的
な
自
由
市
場
」

「
理
想
的
な
経
済
モ
デ
ル
」
を
構
築

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｈ
、
Ｊ
三
つ
に
分
け
、Ａ
は
ア
メ
リ

カ
、Ｈ
は
香
港
の
投
資
家
と
話
し
て

お
り
、
Ｊ
は
Ｊ
Ｄ
Ｃ
が
独
自
に
開
発

し
ま
す
。

Ａ
は
ス
タ
ジ
オ
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、

Ｈ
は
世
界
の
村
を
つ
く
り
、
Ｊ
は
済

州
だ
け
で
な
く
世
界
の
神
話
と
歴
史

を
テ
ー
マ
に
し
た
室
内
型
の
体
験
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
に
し
ま
す
。

国
際
自
由
都
市
建
設
へ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
が
先
端
科
学
技

術
団
地
で
す
。
済
州
は
電
波
の
清
浄

地
域
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
植
物
が

七
千
種
以
上
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
活

用
し
て
新
薬
開
発
も
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
百
九
謔
の
敷
地
に
研
究

団
地
を
造
成
、
Ｉ
Ｔ
関
係
と
Ｂ
Ｔ
関

係
の
研
究
施
設
を
分
譲
し
ま
す
。
ま

た
、外
国
人
研
究
者
の
家
族
の
た
め
、

外
国
人
学
校
も
つ
く
り
ま
す
。分
譲
、

ま
た
は
賃
貸
で
の
入
居
希
望
企
業
の

誘
致
活
動
を
〇
七
年
上
期
か
ら
本
格

的
に
始
め
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４
と
し
て
、
ヘ
ル

ス
ケ
ア
・
タ
ウ
ン
も
造
り
ま
す
。
最

近
の
観
光
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
メ
デ
ィ

カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
済
州
が
適
し
て

い
る
と
考
え
、
健
康
診
断
、
健
康
維

持
な
ど
を
複
合
さ
せ
た
団
地
を
造
成

し
ま
す
。
運
営
開
始
予
定
は
一
〇
年

下
期
で
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
目
標

は
国
際
自
由
都
市
の
建
設
で
す
。
済

州
の
清
浄
な
土
地
と
日
本
の
景
気
回

復
が
う
ま
く
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

韓
国
政
府
は
一
九
九
〇
年
代
、
済
州
道
を
「
二
十
一
世
紀
の
東
北
ア
ジ

ア
の
観
光
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
に
」
と
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
、
二
〇
〇

二
年
、「
済
州
国
際
自
由
都
市
特
別
法
」
を
制
定
、
そ
の
担
当
機
関
と
し
て
、

済
州
国
際
自
由
都
市
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｄ
Ｃ
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

済
州
道
は
空
港
、
港
湾
、
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
整
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
済
州
道
の
強
み
は
未
来
の
国
際
自
由
都
市
と
し
て
発
展
で
き
る
優
れ

た
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
自
信
を
持
っ
て
申
し
上
げ
ら
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｄ
Ｃ
は
国
際
観
光
都
市
と
し
て
の
済
州
の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出

す
た
め
、「
リ
ゾ
ー
ト
型
住
宅
団
地
造
成
事
業
」「
神
話
・
歴
史
公
園
造
成

事
業
」「
先
端
科
学
技
術
団
地
」「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
タ
ウ
ン
造
成
事
業
」
の

四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
支
援
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
き
く
変
わ
っ
た
経
済

韓
国
経
済
は
変
化
が
大
き
く
、
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
富
ん
で
お
り
、
こ
れ

が
本
来
の
強
さ
で
も
あ
り
ま
す
。
日

韓
関
係
は
政
治
的
に
は
複
雑
で
す

が
、
政
経
分
離
が
進
み
、
直
接
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
は
影
響
し
な
く
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
が
通
貨
危
機
後
の
一
番
の

変
化
で
し
た
。

危
機
後
の
韓
国
経

済
に
は
構
造
的
な
変

化
が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
規
制
緩
和

に
よ
っ
て「
世
界
化
」

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん

だ
こ
と
で
す
。

二
つ
目
が
市
場
原

理
の
浸
透
で
す
。
株

主
の
過
半
を
外
国
人
が
占
め
る
上
場

企
業
が
増
え
、「
身
内
の
理
屈
」
で
会

社
を
動
か
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

三
番
目
は
Ｉ
Ｔ
コ
ン
テ
ン
ツ
、
文

化
、
観
光
な
ど
感
性
的
な
産
業
の
台

頭
で
す
。
韓
国
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社

会
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
、
国
家
政
策

よ
り
個
人
の
感
性
が
意
味
を
持
つ
社

会
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

共
通
の
課
題
に
向
け
て

一
方
、
日
韓
は
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ベ
ル

で
は
、
高
齢
化
、
少
子
化
、
資
源
・

環
境
制
約
な
ど
同
じ
課
題
を
抱
え
、

同
じ
方
向
性
を
向
い
て
い
ま
す
。

第
一
は
成
長
回
帰
へ
の
道
が
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
か
な
い
こ
と
で
す
。

日
韓
と
も
相
変
わ
ら
ず
企
業
内
部
に

す
べ
て
を
抱
え
込
む
体
質
を
払
拭

（
ふ
っ
し
ょ
く
）
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
を
旺
盛
に
生
み
出
す
環
境
な
し
に

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
進
み
ま
せ
ん
。

第
二
に
、
医
療
や
介
護
、
教
育
、

廃
棄
物
処
理
な
ど
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
「
産
業
」と
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

分
野
が
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
た
こ

と
で
す
。
こ
の
分
野
は
日
本
が
リ
ー

ド
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
韓
国
は

さ
ま
ざ
ま
な
し
が
ら
み
が
少
な
い
、

と
い
う
「
後
発
の
利
益
」
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
医
療
事
務
の
電
子
化
は

日
本
よ
り
も
先
に
行
く
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
今
後
は
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
や
行
政
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
も

互
い
の
先
行
実
験
に
学
ぶ
分
野
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

両
国
の
協
力
は
可
能

実
は
韓
国
は
実
験
の
し
や
す
い
国

な
の
で
す
。
一
度
決
め
た
ら
、
す
ぐ

始
め
る
か
ら
で
す
。
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
が
既
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
韓
国
が

ま
だ
進
ん
で
い
な
い
の
で
、
日
本
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
の
分
野
は
新
興
市
場
戦

略
で
す
。
日
韓
と
も
人
口
が
減
る
の

で
世
界
市
場
へ
の
依
存
度
は
高
く
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
韓
国
が

断
然
、
先
を
行
っ
て
い
ま
す
。

通
貨
危
機
後
の
韓
国
製
品
は
非
常

に
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
日

本
の
製
品
は
ハ
イ
テ
ク
す
ぎ
た
り
、

デ
ザ
イ
ン
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
た
り

す
る
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
韓
国

製
品
は
機
能
を
絞
り
デ
ザ
イ
ン
に
力

を
入
れ
、
日
本
製
品
と
の
す
み
分
け

を
図
っ
て
新
興
国
で
は
大
き
な
成
功

を
収
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
も
日
韓
の
企
業
は
協

力
が
可
能
で
す
。
理
系
の
若
い
人
材

供
給
が
細
る
中
で
人
材
を
共
用
し
な

が
ら
、
互
い
に
違
う
発
想
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま

す
。大
企
業
同
士
の
提
携
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
大
企
業
と
韓
国
の
ハ
イ
テ
ク
ベ

ン
チ
ャ
ー
な
ど
、
交
流
に
は
潜
在
性
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

実
験
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

韓
国
の
特
性
の
一
つ
は
非
常
に

「
速
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
る

期
間
に
あ
る
目
標
を
達
成
す
る
と
い

う
テ
ン
シ
ョ
ン
に
対
し
て
は
も
の
す

ご
く
強
い
。
し
か
し
、
毎
日
、
亀
の

歩
み
の
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
は
苦

手
。
日
本
と
は
逆
な
の
で
す
。
日
韓

間
で
は
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
を
共

通
目
標
と
す
る
こ
と
で
面
白
い
協
力

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
知
財
紛
争
防
止
の
た
め
、
法

務
の
人
材
交
流
を
促
し
、
互
い
を
理

解
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
日
本

は
欧
米
、
韓
国
は
新
興
市
場
に
強
い
の

で
、
提
携
チ
ャ
ネ
ル
を
多
様
化
で
き
る

関
係
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
国
市
場
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
近
い
の
で
「
韓
国
で
実
験
し
、

中
国
に
持
っ
て
い
く
」
の
に
適
し
た

市
場
と
も
い
え
ま
す
。
日
韓
で
共
通

体
験
や
知
財
ル
ー
ル
を
つ
く
れ
ば
中

国
に
対
す
る
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
な
る
可

能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

日
韓
と
も
、「
行
け
行
け
ど
ん
ど

ん
」
で
成
長
す
る
時
代
は
終
わ
り
ま

し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
成
長
す

る
し
か
道
は
な
く
、「
け
ん
か
も
す

る
け
れ
ど
、
協
調
も
す
る
」
こ
と
が

必
要
で
す
。

韓
国
は
も
は
や
安
く
物
を
作
る

パ
ー
ト
ナ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
刺
激
す
る
パ
ー
ト

ナ
ー
、
実
験
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

と
位
置
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｄ
Ｃ
の
主
な
機
能

い
ま
済
州
道
で
進
め
て
い
る
コ
ア

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、「
国
際
自
由
都
市
計
画
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
こ
の
計
画

は
済
州
道
レ
ベ
ル
の
計
画
で
は
な

く
、
国
レ
ベ
ル
の
計
画

で
す
。
そ
れ
を
推
進
し

て
い
る
の
が
Ｊ
Ｄ
Ｃ
で

す
。
国
際
自
由
都
市
計

画
と
い
う
の
は
、
政
府

が
「
人
と
商
品
、
投
資

の
移
動
が
自
由
で
、
企

業
活
動
の
便
宜
が
最
大

限
保
証
さ
れ
て
い
る
都
市
」
と
定
義

し
て
お
り
、
政
府
レ
ベ
ル
で
の
戦
略

事
業
で
す
。

済
州
は
観
光
地
で
あ
り
、
こ
れ
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
と
い
う
の
が
計

画
の
基
本
で
あ
り
、
こ
の
土
台
に
基

づ
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
、
先
端
科
学
、物

流
、医
療
教
育
と
い
っ
た
複
合
機
能

を
持
つ
都
市
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る

の
が
狙
い
で
す
。
二
〇
〇
二
年
に
特

別
法
が
制
定
さ
れ
、
建
設
交
通
部
の

外
郭
機
関
と
し
て
、Ｊ
Ｄ
Ｃ
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｄ
Ｃ
の
主
な
機
能
は
コ
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
と
そ
れ
に
か
か
わ
る

投
資
を
誘
致
す
る
と
い
う
役
割
で
す
。

コ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
四
つ
あ
り

ま
す
。

観
光
商
品
開
発
に
注
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
が
リ
ゾ
ー
ト
型

住
宅
団
地
造
成
事
業
で
す
。
こ
れ
は

観
光
が
単
純
な
見
物
と
い
う
形
か
ら

中
・
長
期
滞
在
型
の
観
光
リ
ゾ
ー
ト

に
変
わ
り
、
そ
れ
に
特
化
し
た
観
光

商
品
の
開
発
が
必
要
に
な
っ
て
き
た

の
に
対
応
し
た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
南
の
海
に
面
し
た
景

観
の
優
れ
た
場
所
、
約
七
十
四
謔
に

建
設
し
ま
す
。
事
業
費
は
四
億
五
千

五
百
万
謖
程
度
が
必
要
で
す
。
こ
こ

に
ま
ず
、
千
五
百
世
帯
の
中
・
長
期

滞
在
を
誘
導
す
る
住
居
団
地
を
造
り

ま
す
。

団
地
内
に
は
医
療
施
設
、
宿
泊
施

設
、
ス
パ
、
商
店
街
な
ど
が
造
ら
れ

る
予
定
で
す
。
こ
こ
は
蛍
の
保
護
地

域
で
、
清
浄
な
環
境
を
誇
り
、
済
州

空
港
か
ら
車
で
五
十
分
弱
で
到
着
、

団
地
内
の
ほ
と
ん
ど
が
眺
望
良
好
で

す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｄ
Ｃ
は
開
発
関
連
の
各

種
許
認
可
を
取
得
し
て
お
り
、
後
か

ら
来
る
事
業
者
に
は
楽
な
事
業
土
台

を
既
に
造
っ
て
い
ま
す
。
〇
六
年
十

二
月
に
は
土
地
を
一
〇
〇
％
取
得
、

本
格
的
な
工
事
に
入
り
一
一
年
に
は

工
事
が
完
了
、
運
営
を
始
め
る
予
定

で
す
。

〇
六
年
十
二
月
ま
で
に
Ｊ
Ｄ
Ｃ
が

敷
地
を
全
部
確
保
し
、
そ
の
後
、
Ｊ

Ｄ
Ｃ
と
マ
ス
タ
ー
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

が
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
カ

ン
パ
ニ
ー
を
つ
く
っ
て
事
業
を
進
め

ま
す
。
公
募
の
内
容
は
〇
六
年
十
二

月
に
公
表
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
が
神
話
・
歴
史

公
園
で
す
。
四
百
四
謔
の
敷
地
に
二

十
億
謖
を
投
じ
ま
す
。
区
域
を
Ａ
、

日本経済新聞社は済州国際自由都市開発セン

ターの特別協賛を受け、このほど、赤坂プリンス

ホテルで日経産業新聞フォーラム2006「大規制

緩和時代の韓国経済―国際自由都市済州道への

投資を展望して―」を開催した。早稲田大学の深

川由起子教授の基調講演の後、投資対象として

の済州道の魅力について2つの講演を行った。

その概要を報告する。

大規制緩和時代の韓国経済大規制緩和時代の韓国経済大規制緩和時代の韓国経済大規制緩和時代の韓国経済大規制緩和時代の韓国経済

済州国際自由都市開発センター

理事長

済
州
道
の
魅
力
を
引
き
出
す

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部

教
授

深
川
　
由
起
子
氏ス

ピ
ー
ド
・
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
魅
力

日
韓
提
携
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
へ

講
演

特
別
自
治
区
と
な
っ
た
済
州
道
―
変
わ
り
ゆ
く
投
資
環
境

特
別
自
治
区
と
な
っ
た
済
州
道
―
変
わ
り
ゆ
く
投
資
環
境

特
別
自
治
区
と
な
っ
た
済
州
道
―
変
わ
り
ゆ
く
投
資
環
境

1

済
州
特
別
自
治
道
　
国
際
自
由
都
市
推
進
局
投
資
支
援
課
長

康

山
哲

（
カ
ン
・
サ
ン
チ
ョ
ル
）

氏

講
演

済
州
道
の
最
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
新
た
な
投
資
機
会
を
創
り
だ
す
た
め
に

済
州
道
の
最
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
新
た
な
投
資
機
会
を
創
り
だ
す
た
め
に

済
州
道
の
最
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
新
た
な
投
資
機
会
を
創
り
だ
す
た
め
に

2

基
調
講
演

進
化
す
る
韓
国
経
済
の
挑
戦

進
化
す
る
韓
国
経
済
の
挑
戦

進
化
す
る
韓
国
経
済
の
挑
戦

済
州
国
際
自
由
都
市
開
発
セ
ン
タ
ー

投
資
振
興
室
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
局
長

郭
　
鎭
奎

（
カ
ク
・
ジ
ン
ギ
ュ
）

氏

済州道のコアプロジェクト済州道のコアプロジェクト済州道のコアプロジェクト

済州市

西帰浦市

リゾート型住宅団地

ヘルスケア・タウン

先端科学技術団地

神話・歴史公園

広   

　
告

企
画
・
制
作

日
本
経
済
新
聞
社
広
告
局

特別協賛 ： 済州国際自由都市開発センター

（キム・ギョンテク）

あいさつ

国
際
水
準
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備

道
全
域
免
税
地
域
化
な
ど
実
現
へ

済
州
道
を
複
合
機
能
都
市
へ

政
府
レ
ベ
ル
の
戦
略
事
業
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